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1・ カリキュラムとは

カリキュラムとい う教育用語は,日 本では戦後普及 したもので,r教 育課

程」 ともいわれる。在来の 「教科課課」または 「学科課程」が教科書中心

に,諸 教科 ・諸学科 を学年別に配当し,各 学年で教 える内容 を決めた教育

計画であったに対 して,カ リキュラムは,教 育の内容 を教科書中心のもの

とするのではなく,学 習者の経験 とか,活 動 とかを重視し,教 科以外の校

外教育や実践教育 を取 り入れ,学 校生活全体あるレ・は児童 ・生徒の生活全

体 を総合的に考えて計画 を立てるというものであるとされている1}。

しかし,一 般には,カ リキュラムとい う語は,そ れほど厳密な意味とし

てではなく,「新入社員研修のカリキュラム」などとい うように使われ,す

でに国語辞典やアクセン ト辞典にも採録 されている。手元の 『新明解国語

辞典』を見ると1「教育内容を順序に従って配列したもの・教育課程。」 と

なって いる。一般用語 としての意味は こんな ところか も知れない。 しか

し,こ れでは教科課程または学科課程との区別が明らかでない。・

語学教育でカリキュラムという諾が使われる場合は,次 のよ うな意味に

おいてであろ う。すなわち,学 習の到達目標 を明確にし,そ の目標に到達

させるために立てた段階的計画である。 しカ.縄,各段階で教えるべき内容 ・

教授法・使用教材・学習評価の基準 などが具体的に明示 され,順 序に従って

配列 されているとい うものである朗。

1)平 塚益徳監修P世 界教育事典』(帝国地方行政 学会1972)に よる。

2)高 本捨三郎編 嘆 語学 ・英語教育研究事典』(南雲堂1980)に よる。
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カリキュラムは,与 えられた教科書 を週何時問,毎 週 どこまで教えるか

といった単なる授業計画ではない。到達 目標に達するまでに,何 を,ど の

ように教ネな彦れ嘩.象らないかを考えレそれ に適 した 教材 を選ぶ。 もし・

這当なものがなければ,そ れを作るということになる。であるから,あ る

日本語教育機関の使用 している教科書 を見れば,そ のような教科書を必要

としているカリキュラムが,ほ ぽ想像できるのである。文化庁の 『国内の

目本語教育機関の概要(昭和 討 年版)占を見れぱ,国 内に225あ る日本語教

育機関の使用教科書 と授業内容 ・授業時数 などがわかる.そ れによって,

その機関のカリキュラムを知ることびできるわけであるび,教 育機関によ

ってカツ キュラムに違いの あることがわかる。それは,そ れぞれの教育条

件の違い商らくることで,教 育条件が違えばカリキュラムも違 うのが当然

である。絶対的なカリキュラムとい うものはあり,得ないの,である。

2ド カリキゴラムと教育条件

カリキ出ラムを組むに当づては,.次のよ うな教育条件が考慮に入れられ

るD'目目目'

.(1),・到達 目標一.

到達 目標は教科書を何冊終えるかということではなレ㌔ 学習者に最終的

にどのような能力を得 させようとしているか,そ れが到達 目標である。そ

の目標に到達する『には,何 を,ど のような順序で教えなければならないか

を考え,そ こから,・教科書に盛勢込融べき材料炉割 り出される。

..(2)教 育対象

幼少年か,高 校生か,目大学生か,一 般成人か,技 術研修員か,日 本学研

究者かなどによって1日 本語学習の目的が違い,し たがって到達目標が違

ってく.る。幼少年の揚合は,子 どもの知能の発達に従って.日本語を教えて

いかなけれげならない.高 校生は選択科 目の外国語 として目本語 を学ぶ。

大学生は,外 国の場合は教養科 目としてか,専 攻科目.としてかか。大学生

でも在日留学生の場合は,日 本の大学で日本人学生 と同 じ課程 を履修する
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こ とので き る 目本 語 能 力 が 必 要 で あ る。 当 然,・高 度 な 目本 語 能 力 が 目標 と

さ.れる。 そ の ほ か,}般 成 人 で業 務 のた め に学 習 す る も の は,そ れ ぞれ の

業 務 によ づて 員標 が違 って くる。技 術 研 修 員 は,研 修 内 容 と研 修 現 揚 に よ

つて,要 求 され る 日本 語 能 力 に も違 い が あ る3)。

(3〉 学 習 期 間 ・学 習 時 間

。学 習 に当 て る期 間 が長 い か,短 か い か。6か 月 か,1年 か,2年 か とい づ

た コー ス の長 さ と毎 週 の授 業 時 問数 とに よ っ て,最 終 目標 の程 度 が 制約 さ

れ る。 した が って カ リキ ュ ラム もそ れ に応 じた も のが組 ま れ る。

(4)教 授 法

ど のよ うな教授 法 に よ る か,ま た,そ れ が 可 能 か,に よ って もカ リキ 出

ラ ム は変 っ て くる.教 科書 中心 の文 法 ・対 訳 法 に終 始 す る教 授 法 を取 ら ざ

る を得 ない のか,直 接 法 に よ らざる を得 な い の か。 それ は教 師 の能 力,目 ク

テ ス の編 成 に もよ る。 例 え ば,入 門 期 か らロー マ 字 を使 わ な い で,平 仮 名

を使 う とい う.こと も,教 授 法 の裏打 ちが なけれ ば で き ない こ とで あ る。

.(5)課 備 ・施 設

具 体 的 に は,ス ライ ド・()HP・VTRな どの教 育 機 器 が使 え る の か。LL

の設 備 が あ る の か な ど,視 聴 覚 教育 施 設 の有 無 年 よ って もカ リキ ュ ラ ム は

制 約 を受 け る。

3・ 学習段階.

目本語学習のゼロから出発 して,最 終の目標に到達するまでには,多 く

の学習すべき項 目や修得すべき能力が要求 される、 これ らの学習項目や能

力を整理し,最 も合理的な順序に配列 してカリキュラムが組まれる。その

順序は基礎的なものから応用的なものへ,具 体的なもものから抽象的なも

のへ とい うことになるが,コ ースの最初 と最後では,学 習内容ばか りでな

く,教 授方法や授業形態にも大きな開きがあるはずである。そこで,コ 門

3)木 村宗 男 「最終 目標 と学習段階」(『講座 日本語教育』第15分 冊 早大語研 工979
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スをい くっ か に区切 っ て,.そ れ ぞれ の区 間 毎 に 目標 を立 て て カ リキ ュ ラ ム

を組 む 。 そ れ が学 習段 階 で あ る。 全 体 の カ リキ ュ ラ ム は,い つ くか の段 階

か ら成 り,各 段 階 に それ ぞれ の カ リキ ュ ラム が設 け られ る とい うわ け で あ

る。一 般 には,最 初 の段 階,中 間 の段 階,最 終 の段 階 と,3段 階 に分 け ら

れ ・ そ れ ぞ れ を初 級 ・中級 ・上 級,あ るい は,日 本 語1・ 日本 語H・ 日本

語 皿 な ど と呼 ん で い る。J-A・J-B・J-cな どの呼 び方 を して い る とこ

ろ もあ る己 要 す る に・ 名 称 は何 で あろ うと目も・ 学 習段 階 を表 す こ とに変 り

はな い。 な お,場 合 に よ って は,各 段 階 が さ らに分 け られ る こ とも あ る。

次 に,各 段 階 の 目標 にっ い て述 べ る 。 た だ し,対 象 ・目的 を異 にす る多

種多 様 な 貝本 語 教 育 の こ と頃 え,そ れ ぞれ の揚 合 を い ち い ち取 り上 げ る こ

とは,本 稿 で は で き ない.そ こで,代 表 的 な もの と して,留 学 生 な ど高 度

の 日本 語 能 力 の修 得 を 目指 す場 合 につ い て述 べ る こ とにす る。

(1)第・1段 階

第1段 階 は 日本 語 の基 礎 語 彙 と基 本 文型 か ら成 る文 を,.音 声 言 語 どし て

理解 し,表 現 す る習性 を養 う初級 段 階 で あ る。 同 時 に,平 仮 名 ・片 仮 名 の

全部 と何 百 か の漢 字 を導 入 して,次 の段 階 で の文字 言 語 の学 習 へ の基 礎 を

つ くる こ とで あ る。 この文 字 導入 が カ リキュ ラム設 定上 の重 要 な問題 で あ

る、 そ の 時期 と方 法 に よ っ て,カ リキュ ラム が違 って くる の で あ る。 過 去

には,音 声 言 語 の 習性 が身 につ い て か ら,文 字 学 習 に入 る の が よ い とい う

説 に従 っ た カ リキ ュ ラ ム 淋 組 まれ る こ とが 多 か っ た が,最 近 は 世 界 的 に,

文字 は で き る だ け早 く導 入 す る のが よ い と され,そ れ に従 っ た カ リキ ュ ラ

ム が多 く行 われ て い る4》。

こ の段 階 の教 材 文 は,学 習者 の 目常 生活,身 辺 の こ とが ら を内 容 とす る。

厳 密 にい え ば,日 常 生活 とい っ て も個 人 に よ って 違 い が あ る はず で,百 人

百様 と も言 え るで あろ う。 とは い って も,100人 の 目常 生 活 に も共 通項 は

あ る はず で あ る。共 通 す る こ とは ご く単 純 な も ので しか ない が,単 純 な こ

4)木 村宗 男 「日本 語教授法 の基本問題一文字教育一』(『講座 日本語教育 第10分

冊 早大語研1974
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とがらであれぱこそ,基 礎語彙 と基本文型による単純な文で表すことがで

きるとも言える。

文体は話 しことばであ り,対 話文の形 を取ることが多い。対話文は,学

習者が教室外で日本語による会話 を行 うのに役立つことをね らいとしてい

る。 しかし,基 礎語彙 と基本文型 を積み上げていく過程にあるので,日 常

隼活に必要なすべての文を教えるのではない。習得 した文型 を応用する範

囲にとどまる。この段階は,あ くまでも日本語によって聞き,話 す習性 を

身につけることと,文 字を読み,書 くことの基礎能力を養 うことが目標で

ある。より広範な,そ して抽象的な内容 を包含する真に実用的な会話能力

は,第2段 階 ・第3段 階での修得にまたなけれぱならない。

(2〉 第2段 階

第2殺 階である中級 は,そ の初めの方では初級 と接 し、終 りの方では最

終段階に接することになる。したがって、この段階自体 の初めと終 りとの

あいだには,大 きな傾斜が あるわけである。この傾斜 を克服するために・

中級を2段 階に分けるこ とが考え られ る。中級第1部 と中級第2部 であ

るム第1部 は初級離れをする段屠である。第2部 は上級に近づいていく段

階である。第1部 の教材は初級修了の能力に合わせて書 き下ろしたものが

適するが,第2部 では,生 の文章から適当な部分を抜粋 したものが使われ

る。 もし,中 級教科書として刊行するのであれぱ,著 作権所有者の許諾 を

得なければならない。したがって,教 材 の選択 は許諾を得 られるものに限

定 されることになる。

この段階では,書 きことぱを読み,書 く学習を主眼とし,局 時に話 しこ

とぱにっいても,対 話能力のほか,独 話の聴解能力 と,自 らの独話能力 を

高めることも目標 に力口えられる。

(3)第3段 階

最終段階である この段階の目標 は 目本語学習の最終到達目標でもある。

学部留学生でいえば,目 本語の授業があるのは教養課程のあいだだけで,

その あいだに専門課程履修 に必要な目本語能力 を修得 しなければならな
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い。その能力が目標である。留学生以外の場合でも,そ れぞれの研究や業

務や生活で,日 本語にっいては独 り立 ちできる能力が要求 される・その能

力としては,.それぞれの分野で目本人と同等の目本語能力が要求 されると

言づても言い過ぎではない。実際には,そ のよ うな能力は最終段階修了と

同時に得られるのではなく,そ の後の実践活動にょって培 われるものであ

る.そ のあいだ,独 力で日本語 と取 り組むことのできる自学能力 こそが最

終段階の目標であると言 づていいであろう。

4。 カ リキ ュ ラム と教 授 決

先 に も述 ぺ た よ うに,文 宇 導入 をで き る だ け早 くす る の 溝一 般 の傾 向 で

あ るが,そ れ を実 行 す る に は,そ のた め の教 授 法 溺採 られ な けれ ば な ら な

レ㌔

文 字 の導 入 は,音 声 に よ る理 解 と表現 ので きる文 に 限 っ て,そ の文 を文

字 で読 む こ と と書 くこ ど を教 え る の で ある 。文 宇 の導 入 を古 き る だ け早 期

に と言 って も,文 字 学 習 を音 声 学 習 よ り阜 くす る とい うこ とで は な い 。 あ

くま で も音 声 先 習 の原 則 に従 う.・す な わ ち・音 声 に よ って,語 彙 ・文 型 を

教 え,聞 くこ と と話 す こ との で き る よ うに な った文 にづ い て,読 む こ と と,

書 く こ とを教 え るの で あ る。

具 体 的 に言 う と,第1課 の音 声 に よ る学 習 を終 えた の ち,教 科 書 の文 を

数 行,黒 板 に分 ち書 きで 書 く。書 ぐと ころ を見 せ る こ とが大 切 で あ る。 予

め用意 した もの を見 せ る の で は ない 。学 習者 の多 くは,お そ ら くは じめて

平 仮 名 を 書 く ところ を 見 る の で あ ろ う,興 味 を も目っ て 見 守 る はず で ある 。

板 書 した文 の文 字 を指 しな が ら,教 師 は声 を出 して読 む。 一 字 一 字 を指 し

な が ら読 む の で は な く,音 声 導 入 の とき話 す の と同 じ速 度 で読 み,目それ に

っ れ て 指 す手 を動 か して い く。 それ を数 回繰 り返 した の ち,学 習者 に い っ

し ょに言 わ せ る。 さ らに数 回繰 り返 す.学 習 者 に とって は,す で に音 声 で

習 づた文 で あ るか ら,む ず か し くは な い・ こ うして い る あい だに,学 習 者

は,ど の宇 が どの音 に当 る か,自 ず とわ か って くる。 先 ず,目目・文 末 の字 を指

一72一



して,.・「これ は なん で す か 。」 と問 え ば,間 違 い な く 「スで す 」 と答 え て く

れ る。 同様 に して,板 書 した数 行 の文 の うち の頻 度 の高 い 宇 につ い て 問 う

と,ほ とん ど間違 い の な い答 が,し か も,習 っ た ばか りの.目本 語 で返 って

くる。 この よ うに して,ど の文 字 が なん とい う音 に当 る か を悟 らせ ・ 覚 え

させ るの で ある。1字1字 を文 か ら切 り離 して提 示 す る よ り も,学 習 者 は

楽 に覚 える の で あ る。 それ も,第1課 の 中 の頻 度 の高 い 語 を選 ん で行 うだ

け でよ い 。 そ れ で も,5な い し10字'く らい は難 な く覚 え て しま う。

次 に書 き方 を教 え るが,最 初 か ら紙 に書 か せ る と,一 画 一 画 黒 板 の字 を

見 て 書 くの で,結 果 的 に は正 しい字 が書 けて も,そ の字 の書 き方 が身 にっ

くの が遅 い 。 で は,ど うナ るか。 例 えぱ 「す 」 とい う字 な ら,教 師 が声 に

出 して,「 ス」 と言 い な が ら,黒 板 に で き る だ け大 き く,「 す」 を書 き,そ

の上 を なぞ りな が ら,こ れ を数 回繰 り返 す 。 次 に,学 習 者 に右 手 を高 く挙

げ させ,「 ス」 と言 い な が ら,人 指 し指 で 空 に書 かせ る。 これ を数 回 繰 り返

して,腕 の筋 肉 に覚 え させ て か ら・,は じ めて紙 に書 かせ る の で あ る。 もは

や,誰 も黒 板 を見 て書 く者 は ない・ 以 上 ρ よ うな指 導 は・ 平 仮 名 のす べ て

の 字 にっ いて,一 宇一 字行 う必 要 は ない。 い くつ か の 平 仮 名 を 覚 卑 る と,

あ とは既 習 の字 と比 較 して,類 以 点や相 違 点 を示 す の み で,ど ん どん覚 え

る こ とが で き る。 覚 え た字 は 五十 音 図 の 中 の そ の字 をQで 囲 ませ る。 こ

の 方 法 は,パ ー マ ー(HaroldE,Palmer)の い う記 述 豫(motorgraphic

image)5}を っ くる こ とで あ る。 この よ うに して 文字 を導 入 す 恥 ば,文 字 学

習 が音 声 学 習 の妨 げ に な る とい うこ とは な い。 む しろ,音 声 学 習 を助 け る

の で あ る。

以上 は入 門 の第1課 か ら文 字 を導 入 す る場 合 の教 え方 で あ るが ・ こ の よ

.うな教 え方 を して,は じめ て カ リキ ュ ラ ム が有 効 な もの とな る。 カ.リキ.ユ

ラム と教 授 珠 とは,こ の よ うに不可 分 の関 係 に あ る ので あ る。

中級 で は,書 き こ とl!轍 材 に基 づ い て学 習 が進 め られ る。 す なわ ち,文

5〉Palmer,HaroldE.拓 θ盟oγ朋 血"z㎝ ε加P706」 θ冗`ゾEπg傭 ん11θασ葱πg魏6hε

L毎 腕 げN伽 丁馳 併y、英 語 教 授研 究所1924

-73一



字によって新出語 ・文構造 を習い,文 意を知 る読解学習が行われ,そ れに

よって,書 きことばによる理解 と表現の能力を身 にっけることになる。同

時に,.そ れが話 しことぱに反映 して,聞 くことと話すことの龍力 をいっそ

う発達 させるのである。・目

教材 となる書きことばには,手 紙 ・日記目辱報告文`新 聞のコラム・解説 ・

随想 ・論文 ・文学作品などがある。授業 は単に教材 を読んで理解 させるだ

けではな く,読 んだことにっいて話 し合 う,意 見 を述べる,討 議するなど

のほか,要 約作文 を書 くことも指導項目に入 る。

中級が初級 と違 うところは,教 科書のみではない。授業 のあり方が違 う

のである。特に著 しい違いは新出語の提示の仕方である。初級では,新 出

語と新出文型の提示が教室で音声によってなされる。学習者に予習 を要求

しないのが普通である。 これに対 して,中 級では,学 習者が予習をして く

るのが建前で,教 室での提示授業は,学 習者の調べて来たこ.とを教師がチ

ェックしながら行 うとい う形 を取ることが多い。中級でカがっ くかどうか

は,学 習者各自の予習のいかんにかかっているといってもいい。それ だけ

に,予 習の仕方 につレ.・ての指導 も必要になづて くる。予習にはできるだけ

辞書を引かせるよ うにする。教科書にある新出語の対訳は,確 認のために

見るくらいにさせる。

語研の初級教科書には,付 属の単譜帳があって,各 課の新出語句の対訳

が示してある。いまの ところ,英 語版,中 国語(繁 体字〉版,韓 国語版 のき

種がある。それ1と対して,申 級教材では,第1部 ・第2部 ともに対訳は与

えていない。 したがって,学 生は辞書を引いて 予習しなければならない。

そのために,目第1部 では新出語 に振 り仮名をつけてある。こうしておけば,

対訳辞書でも国語辞典でも引けるわけである目。第2部 では,新 出語でも既

習漢字で読み方の類推め利 くものにはつけ.ない。熟宇訓や固有名詞にはっ

けてある。対訳を示 さないのは,上 級への準備 として辞書の使用に慣れ さ

せるためである。授業中は,新 出語の意味 ・用法の説明,文 の解釈,文 化

的背景の解説など,す べて日本語でなされるので,学 生は,対 訳辞典の使
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用から国語辞典の使用 へと移行するよ うになる。上級になれば漢和辞典 を

引 く必要も生じて くる。そのほか,故 事成句辞典 ・百科辞典 ・人名辞典 ・

地名辞典 ・専門用譜辞典その他 を利用できるようにしたい。

辞書 ・辞典類 を引 くことを奨励す るだけでなく,利 用法 を指導 しなけれ

ばならない。利用法の指導には,見 出 し語検索の指導 と,語 釈 ・解説の理

解にっいての指導ボ必要である。また,学 習者の能力 に合 った適当な辞書

を使用するように指導することも大切である。一般 の国語辞典 は日本人用

に作られているので,中 級程度では使いに くい.そ こで,外 国入のために

作られたr外 国人のための基本語用例辞典』r外 国人のための漢字辞典』6}

など,外 国入向けのものを使い,そ れらにない語句や漢字に出会ったとき

は,国 語辞典な り漢和辞典なりを使 うよ うにして・次第に日本人用の辞典

に慣れることカミできる。

最終段階修了の時点で,た とえ最終目標に到達したと判定 された学習者

であっても,そ の後,独P立 ちして 日本語と取 り組 んでい くあいだに,未

知の漢字や語句に出 くわすことは避けられない。そのとき,自 分で処理す

る能力がなけれぱならない・それでもわからない揚合には,周 囲の日本人

に助力 を求めることになる。 このよ うにして 自力処理能力 を持 つことが,・

日本語学習の最終目標である。

辞書 を引いてもわからない例を一つ示そ う、去る昭和56年7月17目 の

朝日新聞朝刊第22面 に次のよ うな見出しの記事があgた 。(原文 も横書き)

"一 豊の妻,'ふ える

サラリーマン家庭

月給目減 り,内 職でカバー

これは,東京都民の家計調査 の結果 を報 じた記事の見出 しであるが,"一

豊の妻"は 辞書を引いても見付からない。山内一豊の妻 の故事を知 らなけ

れば。rカズ トヨ」と読むことさえわかるまい。これは日本人に尋ねなけれ

6〉 文化庁 『外国人のた めの基本 語用例辞典』第二版 大 蔵賓印刷局19舛

文化庁F外 国入のた めの漢宇辞典』 第二版 大蔵省印刷局1972
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ぱわ か らない揚 合 の一例 で あ る.

5・ 授業科目について』.

日本語の授業の中で,発 音 ・文法 ・文字,あ るいは,会 話 ・読解 ・聴解 ・

作文などと,時 問を分けて教える揚合 と,分 けないで教える揚合 とぶある。

分ける揚合 も,言 語要素別に分けるものと,言 語技能別に分 けるものとが

ある。語研の授業では,初 級はLLの 時問のほかは,分 けないで教え,中

級では,聴 解 と作文の時問をそれぞれ別に設 ける。上級では,読 解 を精読

と遠読に分け,テ キス トも言語 ・教養 ・文学作品の3種 を組合せて使 うこ

とになっている己そのうち1コ マが聴解に当てられることもある。

その他の目本語教育機関での分 け方 は,.文化庁の調査によるr国 内の日

本語教育機関の概要』によって知ることができる。各機関によって分げ方

に違いがあるのは・教育 の目的・到達 目標などの相違 からくる。 しかし,言

語技能の総合的能力 を目標 とするなら,こ とに初級ではあま り細かく分 け

ない方がよい。

言語技能は,聞 くこと・話すこと・読むこと ・書 くことの四つに分けら

れるが,実 際の言語生活では,聞 きながら要旨を書 くことや,黙 読 しなが

ら内容 を話すこともある。音声の面での言語活動 と文字の面での君語活動

は必ず しも裁然 と分かれて行われるものではなく,音 声 と文字両面の言語

活動が全 く同時に並行して行われることは,わ れわれが目常 しぱしぱ経験

しているとおりである。それができなければ言語能力 として十分とは言え

ないのである・母語の場合には難なく行 うことのできる,こ のよ うな交錯

した言語活動も,外 国語 となると練習を要するのである。その点もカリキ

ュラムを組むときに考えておかなけれ ぱならない。授業科 目を分けるなら

このような練習を行 うことを,時問割の中で決めておかなければならない.

授業科 目を分けないで総合的に教える揚合にも,ノ ー トの取 り方,要 旨の

口頭発表などをカリキュラムの中に緯込んでおく方がよいび
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